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彙 報(平 成姦 狸謝

人事異動

(教育職)

(採 用)

11月1日 第一研究部助手 平井京之介

(外国人客員研究部門)

10月1日 第五研究部教授 李 昆 声

(中華人民共和国,雲 南省博物

館長)

<任期7.10.1～8.3.31>

文部省国際シンポジウム

◎アジア諸民族音楽文化のダイナ ミズムー伝

統と変容一

期間 平成7年10月24日(火)

～10月28日(土)

場所 国立民族学博物館

摘要 大きく変化するアジアの音楽文化の

現況を浮き彫 りにすると共にアジア

の音楽研究者の研究交流を促進する

ことを目的に,ア ジア各国の伝統音

楽伝承の現状 と課題,伝 統音楽とポ

ピュラー音楽の相関関係などについ

ての活発な討論がおこなわれました。

組織委員会

(委員長)

佐 々木高明 国立民族学博物館長

(委 員)

藤井 知昭 国立民族学博物館副館長

石毛 直道 国立民族学博物館第一研究

部長

杉村 棟 国立民族学博物館第二研究

部長

和田 正平 国立民族学博物館第三研究

部長

友枝 啓泰 国立民族学博物館第四研究

部長

杉田 繁治 国立民族学博物館第五研究

部長

東府 義之 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

藤井 知昭 国立民族学博物館副館長

(委 員)

福岡 正太 国立民族学博物館第二研究

部

長野 泰彦 国立民族学博物館第一研究

部

久保 正敏 国立民族学博物館第五砥究

部

朝倉 敏夫 国立民族学博物館第一研究

部

南 真木人 国立民族学博物館第三研究

部

園田 直子 国立民族学博物館第五研究

部

林 勲男 国立民族学博物館第四研究

部

嘉原 優子 国立民族学博物館非常勤講

師

櫻井 哲男 熊本大学

岩井 正浩 神戸大学

伊藤 懇彦 国立民族学博物館管理部研

究協力課長

日 程

10月24日(火)

(司会)長 野 泰彦

10:30開 会式

あいさつ 佐々木高明

問題提起 藤井 知昭

14:00ア ジア各国における伝統音楽の伝

承に関する現状報告1

(司会:田 村 克己)

報告者

王 耀 華 福建師範大学

R.M.SOEDARSONO

インドネシア芸術大学

KWONOh-Sung

漢陽大学音楽大学 ・韓国国学院

JoseMACEDA

フィリピソ大学名誉教授
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10月25日(水)

10:00ア ジ ア 各 国 に お け る伝 統 音 楽 の伝

承 に 関 す る 現状 報 告2

(司 会:KWONOh-Sung)

報 告 者

許 常 恵

国 立 師範 大 学音 楽 研 究 所

JarernchaffCHONPAIROT

シル ・ナ カ リソ ・ウイ ロ ト大 学

小 島 美 子

国立 歴 史 民 俗 博 物 館 名 誉 教授

13:30セ ッシ ョ ン1

(司 会:谷 本 一 之)

日本 民 族 音 楽 の 伝 承 に お け る 学 校

教 育 の機 能 奥 忍

イ ン ドの舞 踊 教 育 一 カ ラ ー ク シ ェ

トラ に お け るバ ラ タ ・ナ ー テ ィ ヤ

ムを事 例 に一 大 谷 紀 美 子

14:30パ ネ ル ・デ ィス カ ッシ ョ ン1

現 代 ア ジ アに お け る伝 統 音 楽 の 伝

承 構造 加 藤 富 美 子

岩 井 正 浩

、 水野 信 男

10月26日(木)

10:00セ ッシ ョン2A

(司会:JoseMACEDA)

TheCommonCharactorofthe

VoiceProductionbetweenthe

TraditionalandPopularFemale

SongsinYap,FederatedStatesof

Micronesia小 西 潤 子

TraditionoftheUlahingan,anEpic

SongsoftheManobosinMin-

danaoEkkehartROYL

Popular-StyledFolksongsinToba

Batak,Indonesia

TriyonoBRAMANTYO

FromtheIgwaytotheBulaklakan:

NotesontheStructureofTransmis-

SionofIrayaVocalMusicina

ChangingPhilippineSociety

JonasU.BAES
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10:00セッション2B

(司 会:許 常 恵)

生 活方 式 と音 楽 の伝 承

喬 建 中

中国 土 家 族 の 葬礼 音 楽 研 究

周 転

AComparisonStudybetweenSome

KindsofTod-Shae毛 継 増

13:30セッション3A

(司 会:樋 口 昭)

発 掘 され た 平 安 期 の 口琴 一 ア ジ ア

の 口琴 文 化 に お け る そ の意 義

直川 礼 緒

民 俗 芸 能 保 持組 織 に 見 る社 会 的 変

動 の影 響 松永 建

13:30セッション3B

(司 会:増 山 賢 治)

TheConceptandMethodofTaoist

MusicResearchinChina

劉 紅

TraditionandModificationonthe

ChineseZheng(箏)鄭 徳 淵

14:30セッション4A

(司 会:小 島 美 子)

映 像 に よ る音 楽研 究 大 森 康 宏

ロー カ ル 舞 楽 に見 る エ ス ニ シ テ ィ

ー 白山 神 社舞 楽一 柿 木 吾 郎

PerformingTenorMoreCategories

ofMusic:ARevelationoftheMu-

sicSystemoftheTangDynasty

CHUANGPen-Li

民 俗 芸 能 と映 像 記 録 一 中 国 少 数 民

族,現 地 取 材 を 事 例 と して一

市 原 雄 二

ACCU制 作 「ア ジ ア太 平 洋 の 楽器

1」 小 柴 は る み

14:30セッション4B

(司会:R.M.SOEDARSONO)

MusicofNortheastThailand

MuneeBHANDHAVEE

SuphaneeLUA-BUNCHU

SurasakPHIMSEN
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MolamandIsanSociety

JarernchaiCHONPAIROT

RatreesawatUNTHAYA

ChangesinThaiFolkPerforming

ArtsinthePastTenYears

SongkhumATTHAKORN

SucharitBUA-PRIM

SomphotCHAYA-KASETRIN

10月27日(金)

9:30セ ッ シ ョ ン5A

(司 会:櫻 井 哲 男)

TheComparativeStudybetween

PlatonicandConfucianMusical

ThoughtGONGXiaoQisng

KoreanTraditionalMusicinthe

FutureKWONOh-Sung

9:30セ ッ シ ョ ン5B

(司 会:岩 井 正 浩)

中 国 ・黄 土 高 原 に お け る 音 文 化 の

現 代 的 変 容 井 口 淳 子

HowTraditionNurturedVarious

Stylesin20thCenturyChinese

VocalMusic

NancyHao-MingCHAO

「通 俗 音 楽 」 お よ び 「民 歌 」 「民 謡 」

概 念 の ダ イ ナ ミズ ム ー 中 国 ・日本

に お け る 研 究(創 作)活 動 の 流

れ 一 仲 万 美 子

InterrelationbetweenPopular

SongsoftheHakkainShaoguan

(NorthernGuangdong}andGan-

nan(SouthernJiangxi)

鄭 瑞 貞

13:30セッション6A

(司 会:水 野 信 男)

Therelevanceofeconomiclibera-

lizationpoliciesofIndiatoits

popular/traditionalmusicmarkets

小 日向 英 俊

AspectsofStyleinMusicology-

KoreaKWONOh-Sung

Okinawa"ElectricFork"

三井 徹

13:30セ ッション6B

(司会:許 常 恵)

現 代音楽歴史中における中国伝統

音楽 鄭 錦 揚

福建南音伝承発展の歴史 とその啓

発 王 耀 華

15:00パ ネル ・ディスカッショソ2

現代アジアにおける伝統音楽とポ

ピュラー音楽 久万田 晋

増山 賢治

福岡 正太

10月28日(土)

10:00ア ジア太平洋民族音楽学会総会

13:30研 究公演

◎特別研究 「アジア ・太平洋地域における民

族文化の比較研究一第7回 シンポジウム

時間とことぽ」

期間 平成7年10月30日(月)

～11月2日(木)

場所 国立民族学博物館

摘要 今回のシンポジウムは,「 時間」の

問題をことぽ現象を通じて社会科学

の立場から検討 し,そ れぞれの社会

科学的分析方法とその結果が相互に

共有 しうるイソターフェイスのあ り

かたを模索 し,各 研究者が専門とす

る言語と文化における時間認識と歴

史性に関する普遍性と特殊性を実証

的に検証 した。

実行委員会

(委員長)

長野 泰彦 国立民族学博物館第一研究

部

(委 員)

秋道 智彌 国立民族学博物館第一研究

部

上杉 富之 国立民族学博物館第二研究

部

佐藤 浩司 国立民族学博物館第四研究

部
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(事務局長)

杉 島 敬志 国立民族学博物館第二研究

部

杉本 良男 国立民族学博物館第三研究

部

田辺 繁治 国立民族学博物館第二研究

部

田村 克己 国立民族学博物館第二研究

部

林 勲男 国立民族学博物館第四研究

部

福岡 正太 国立民族学博物館第二研究

部

松山 利夫 国立民族学博物館第一研究

部

南 真木人 国立民族学博物館第三研究

部

横山 廣子 国立民族学博物館第二研究

部

吉本 忍 国立民族学博物館第五研究

部

事務局

江藤 靖弘 国立民族学博物館管理部研

究協力課国際協力係

下浦 摩紀 『アジア ・太平洋』事務局

報告者

PeterAustin東 京外国語大学アジア ・ア

フリカ言語文化研究所

川田 順造 東京外国語大学アジア ・ア

フリカ言語文化研究所

崎山 理 国立民族学博物館

AlfredGellLondonSchoolofEconomics

立川 武藏 国立民族学博物館

WallaceChafe

UniversityofCalifornia

長野 泰彦 国立民族学博物館

古橋 信孝 武蔵大学人文学部

JamesA.Matisoff

UniversityofCalifornia

MarianneMithun

UniversityofCalifornia

見 田 宗介 東京大学教養学部
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宮 田 登 神 奈 川 大学 日本常 民 文 化 研

究 所

安 冨 歩 京 都 大 学人 文 科 学 研 究 所

討 論 者

小 長 谷 有 紀 国 立 民 族学 博 物 館

佐h木 高 明 国 立 民 族 学博 物 館

田 中 雅 一 京 都 大 学 人文 科学 研 究 所

角 田 太 作 東 京 大 学 文 学 部

林 勲 男 国 立 民 族 学博 物 館

藤 井 知 昭 国立 民 族 学 博 物 館

八 杉 佳 穂 国 立 民 族 学 博 物 館

日 程10月30日(月)

12:30参 加 者 登 録

13:00開 会 式

館 長 挨 拶 佐h木 高 明

運 営 委 員 長 挨 拶 藤 井 知 昭

13:15問 題 提 起 長 野 泰 彦

(座 長:田 中 雅 一)

14:00TimeandSocialAnthropology

A.Gell

15:45MoneyandNon-EquilibriumOpen

Systems安 冨 歩

10月31日(火)

(座 長:小 長 谷 有 紀)

9:30民 俗 に お け る 時 間 宮 田 登

11:10日 本古 代 の時 間 古 橋 信 孝

(座 長:崎 山 理)

13:30社 会構 造 と時 間 見 田 宗 介

15:15仏 教 に お け る 時 間 立 川 武 藏

ll月1日(水)

(座長:立 川 武 藏)

9:30TemporalReference,Tenseand

AspectinAustralianAboriginal

LanguagesP.Austin

11:10,AspectsofAspect,withSpecial

ReferencetoLahuandHebrew

J.A.Matisoff

(座長:角 田 太 作)

13:30オ セ ア ニ ア ・東 南 ア ジ ア で 流 れ る

時 間 一 オ ー ス トロネ シ ア 語 族 を 中

心 に一 崎 山 理

15:15TheCodificationofTimeinNative
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NorthAmericaM.Mithun

11月2日(木)

(座 長:P.Austin)

9:30HowTimeAffectstheShapeof

LanguageW.Chafe

11:10歴 史 の 語 りに お け る 時 間 と空 間 の

表 象一 無 文 字 社 会 の 王 朝 史 の語 り

(西 ア フ リ カ ・ブ ル キ ナ フ ァ ソの

旧 モ シ王 国 の 事 例)に 基 づ い て一

川 田 順 造

(座 長:長 野 泰 彦)

13:30総 括 討 論

◎特別研究 「二〇世紀における諸民族文化の

伝統と変容 第4回 シンポジウムー文化の

生産」

期間 平成7年11月9日(木)
～11月11日(土)

場所 国立民族学博物館

摘要 今回のシンポジウムは,多 岐にわた

る今世紀の文化をめぐる諸現象に関

し,ことに文化がどのように「生産」

されそれが権力とどうかかわってい

るのかの問題に焦点をあて討論をお

こなった。

シンポジウム委員会

実行委員長

田村 克己 国立民族学博物館第二研究

部

実行委員

久保 正敏 国立民族学博物館第五研究

部

庄司 博史 国立民族学博物館第三研究

部

中牧 弘允 国立民族学博物館第一研究

部

三島 禎子 国立民族学博物館第三研究

部

事務局

江藤 靖弘 国立民族学博物館管理部研

究協力課国際協力係

今田 好子 「二〇世紀」事務局

報告者

井野瀬久美恵 甲南大学文学部

上杉 富之 国立民族学博物館

小川 忠 国際交流基金アジアセン

ター

落合 一泰 茨城大学教養部 ・民博併任

鏡味 治也 金沢大学文学部

春日 直樹 奈良大学社会学部

姜 尚 中 国際基督教大学社会学科

ジョナサン・スペソサー

英,エ ジンバラ大学社会人

類学部

田村 克己 国立民族学博物館

M.R.チ ャカβット・チッタラポソ

タイ,国 家文化委員会

船曳 建夫 東京大学教養部

三島 憲一 大阪大学人間科学部

南 真木人 国立民族学博物館

森山 工 広島市立大学国際学部

山下 晋司 東京大学教養学部 ・民博併

任

山本 真鳥 法政大学経済学部

吉見 俊哉 東京大学社会情報研究所

討論参加者

石毛 直道 国立民族学博物館

今村 仁司 東京経済大学経済学部

梶原 景昭 北海道大学文学部

金 光 億 韓国,ソ ウル大学校社会科

学大学

栗本 英世 国立民族学博物館

シャムスル・アムリ・バールディソ

マv一 シア国民大学人類学

社会学部 ・民博客員

佐藤 浩司 国立民族学博物館

庄司 博史 国立民族学博物館

園田 直子 国立民族学博物館

田辺 繁治 国立民族学博物館

長谷川博子 東京大学教養学部

端 信行 国立民族学博物館

森 明子 国立民族学博物館

日 程

11月9日(木)
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(司 会:端 信 行)

10:30あ い さつ 石 毛 直 道

10:40問 題 提 起 田村 克 己

セッション1

(司会:田 辺 繁 治)

13:00イ ン ドネ シア に お け る 国家 と文 化

の 生産 山下 晋 司

13:30イ ン ドネ シ ア に お け る文 化 の 消 費

鏡 味 治也

14:00民 族 と文 化 の創 造一 束 マ レ ー シ ア

・サ バ の 事 例 上杉 富 之

14:30討 論 コ メ ン ト:園 田 直 子

セ ッ シ ョ ン2

(司 会:佐 藤 浩 司)

15:30ThePresentationofThaiCulture

DuringAndBeyondThe20thCen-

tury

M.R.ChakrarotChitrabongs

16:00日 本 ・インドネシア の文 化 交 流 政

策 を め ぐ って 小 川 忠

16:30討 論 コ メ ン ト:Shamsul.a.b

l1月10日(金)

セッション3

(司 会:庄 司 博 史)

10:00イ ギ リス 的 な る もの(Englishness)

の捏 造一 「政 策 と して の 文 化 」再 考

(1880-1920)一 井 野 瀬 久 美 恵

10:30政 治 的 資 源 と して の イ ン デ ィオ 文

明:19「20世 紀 メキ シ コに お け る文

化的 自画 像 の生 産 と消 費

落 合 一 泰

11:00討 論 コメ ン ト:長 谷 川 博 子

セッション4

(司 会:山 下 晋 司)

13:00文 化 の 生 産 と非 生産 の あ い だ

森 山 工

13:30文 化 と して の 「開 発 」

南 真 木人

14:00多 文 化 状 況 下 の ポ リネ シア文 化

山 本 真 鳥

14:30討 論 コ メ ン ト:栗 本 英世

セッション5
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(司 会:落 合 一 泰)

15:30明 治 日本 とネ ー シ ョ ンの 儀 礼 一 運

動 会 を事 例 と して 吉 見 俊哉

16:00村(町)民 文 化 の 生 まれ る と き

船 曳 建 夫

16:30討 論 コメ ン ト:森 明 子

11月11日(土)

セ ッシ ョン6

(司会:森 明子)

10:00「 東 洋 」 の 表 象 と 日本 の ア イ デ ンテ

ィテ ィー 植 民 地 主 義 の知 と権 カ ー

姜 尚 中

10:30ド イ ツに お け る 自文 化 意 識 と他 者

意 識 三 島 憲 一

11:00討 論 コ メ ン ト:今 村 仁 司

セ ッ シ ョン7

(司 会:栗 本 英世)

13:00EducatingProfessorGellner:State,

CultureandIdentityinPost-Col-

onialSriLanka

JonathanSpencer

13:30文 化,創 造 か 再 発 見 か?一 「思 い

出 す こ と」 の技 法一 春 日 直 樹

14:00討 論 コ メ ン ト;梶 原 景 昭

(司 会:田 村 克 己)

15:00総 括 討 論 コ メ ン ト;金 光 億

◎民族学部門第19回 国際 シンポジウム 「東

アフリカの年齢組織一その変容と現代的意

味一」

期間 平成7年Il月27日(月)

～12月4日(月)

場所 国立民族学博物館

摘要 今回のシソポジウムは,人 類の集団

編成にとって普遍的かつ根本的な年

齢の問題をとりあげ,年 齢組織が特

異V'発 達した東アフリカにおける従

来の研究を再検討するとともに,変

容 しつつある現在の状況の理解をめ

ざして,活 発な討論がおこなわれま

した。

顧 問



彙 報

梅棹忠夫 財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

佐々木高明 国立民族学博物館長

(委 員)

藤井 知昭 国立民族学博物館副館長

石毛 直道 国立民族学博物館第一研究

部長

杉村 棟 国立民族学博物館第二研究

部長

和田 正平 国立民族学博物館第三研究

部長

友枝 啓泰 国立民族学博物館第四研究

部長

杉田 繁治 国立民族学博物館第五研究

部長

束府 義之 国立民族学博物館管理部長

湯浅 叡子 財団法人千里文化財団専務

理事

実行委員会

(委員長)

栗本 英世 国立民族学博物館第三研究

部

(委 員)

庄司 博史 国立民族学博物館第三研究

部

吉田 憲司 国立民族学博物館第四研究

部

南 真木人 国立民族学博物館第三研究

部

三島 禎子 国立民族学博物館第三研究

部

平井京之介 国立民族学博物館第一研究

部

伊藤 懇彦 国立民族学博物館研究協力

課長

宇治日出二郎 財団法人千里文化財団専

務理事

参加者

SharonHutchinson

ウィスコソシソ大学マディ

ソン校人類学科助教授(ア

メリカ合衆国)

SohnLamphear

テキサス州立大学オーステ

ィン校歴史学科教授(ア メ

リカ合衆国)

GuntherSchlee

ビー レフェル ト大学社会学

部教授(ド イツ)

SimonSimonse

ライデン大学研究員(オ ラ

ンダ)

PaulSpencer

ロソ ドソ大学SOAS人 類

学科教授(イ ギリス)

SergeTarnay

パ リ第10大 学民族学科助教

授(フランス)

河合 香吏 京都大学アフリカ地域研究

セソター研修員

栗本 英世 国立民族学博物館助教授

小馬 徹 神奈川大学外国語教授

佐藤 俊 筑波大学歴史人類学系教授

国立民族学博物館客員助教

授

長島 信弘 一橋大学社会学部教授

福井 勝義 京都大学総合人間学部教授

日 程

11月27日(月)(オ オサカサンパレス)

17:00登 録

ll月28日(火)

10:00館 内見学

11:30館 長表敬訪問

13:00開 会式

セッション1

(座長:長 島 信弘)

14:00メ タ ・エスニック ・レベルにおけ

るガダ体系GuntherSchlee

14:30討 論

15:30レ ソディーノ族における友人関係

と年齢体系 佐藤 俊

16:00討 論

11月29日(水)
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セ ッ シ ョ ン2

(座 長:JohnLamphear)

9:30ス ー ダ ン南 東 部 に お け る年 齢 体 系

間 の共 鳴 栗 本 英 世

10:00討 論

11:00東 ア フ リカ の 年 齢 体 系 に お け る合

意 的 敵 対 関 係 と政 治 的 変 化 の動 態

SimonSimonse

ll:30討 論

セッション3

(座長:SergeTornay)

13:30ケ ニ ア の チ ャム ス 族 に お け る年 齢

組 織 と女 性 の ライ フ ・ス テ ー ジ

河 合 香 吏

14:00討 論

15:00ヌ エ ル の"種 牛 の 少 年 た ち"一 政

治 的 リー ダ ー シ ップ,正 統 性 と男

性 の イ ニ シエ ー シ ョン

SharonHutchinson

15:30討 論

セ ッシ ョン4

(座 長:PaulSpencer)

16:30社 会 と年 齢 体 系 の変 化 一 キ プ シギ

ス 族 とテ ィ リキ族 の場 合

小 馬 徹

17:00討 論

11月30日(木)

セッション5

(座 長:SharonHutchinson)

9:30ナ ー リム族 に お け る年 齢 組 織 と エ

ス ノ シス テ ム 福井 勝 義

10:00討 論

ll:00三 千 年 紀 を 前 に した 世 代 体 系 一 人

類 学 的 視 点SergeTornay

11:30討 論

14:00京 都 へ 移 動

12月2日(土)

9:00京 都 出発

セッション6

(座長:GuntherSchlee)

10:30東 ア フリカにおける年齢組体系の

軍事的側面一歴史的視点
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JohnLamphear

11:00討 論

セ ッ シ ョ ン7

(座 長:福 井 勝 義)

13:00ウ ガ ソ ダ の テ ソ族 に お け る消 滅 し

た年 齢 体 系 長 島 信 弘

13:30討 論

14:30年 齢 体 系 と侵 略 的 領 域 拡 張 の様 式

PaulSpencer

l5:00討 論

16:00総 合討 論 ①

(座長:SimonSimonse)

12月3日(日)

9:30総 合 討 論②

(座 長:栗 本 英 世)

12:00閉 会 式

12月4日(月)(オ オサ カサ ソパ レス)

10:00ワ ー ク シ ョ ップ

解 散

文部省国際シンポジウム

◎国際地域研究集会一ラテンアメリカの都市

と農村一

期間 平成7年12月4日(月)

～12月7日(木)

場所 国立民族学博物館

摘要 今回のシンポジウムは,ラ テソアメ

リカの都市 と農村についての現状と

問題点などについての活発な討論が

おこなわれましたo

組織委員会

(委員長)

佐h木 高明 国立民族学博物館長

(委 員)

藤井 知昭 国立民族学博物館副館長

石毛 直道 国立民族学博物館第一研究

部長

杉村 棟 国立民族学博物館第二研究

部長

和田 正平 国立民族学博物館第三研究

部長

友枝 啓泰 国立民族学博物館第四研究



彙 報

部長

杉田 繁治 国立民族学博物館第五研究

部長

松原 正毅 国立民族学博物館地域研究

企画交流センター長

束府 義之 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

山田 睦男 国立民族学博物館地域研究

企画交流セソター教授

(委 員)

吉田 集而 国立民族学博物館地域研究

企画交流セソター教授

中牧 弘允 国立民族学博物館第一研究

部教授

山本 紀夫 国立民族学博物館第五研究

部教授

押川 文子 国立民族学博物館地域研究

企画交流セソター助教授

臼杵 陽 国立民族学博物館地域研究

企画交流センター助教授

八杉 佳穂 国立民族学博物館第四研究

部助教授

村上 勇介 国立民族学博物館地域研究

企画交流センター助手

三島 禎子 国立民族学博物館第三研究

部助手

小泉 潤二 大阪大学助教授

伊藤 懇彦 国立民族学博物館管理部研

究協力課長

報告者

Angotti, Thomas 

          Pratt Institute 

Bataillon, Claude 

          Universite de Toulouse 

Davis, Diane E. 

         New School for Social Re-

           search 

Gilbert, Alan 

         University College London 

Gunther Doering, Juan 

          Patronato de Lima

Kowarick,  Lucio 

         Universidade de Sao Paulo 

Reboratti, Carlos 

          Universidad de Buenos Aires 

Ribeiro, Ana Clara Torres 

          Universidade Federal do 

         Rio de Janeiro 

Zendejas, Sergio 

         El Colegio de Michoacan

石井 章 アジア経済研究所総合調査

部

宇佐見耕一 アジア経済研究所地域研究

部

小泉 潤二 大阪大学人間科学部

友枝 啓泰 国立民族学博物館第四研究

部

中川 文雄 筑波大学歴史人類学系

萩原 八郎 四国大学経営情報学部

幡谷 則子 アジア経済研究所地域研究

部

松下マルタ 同志社大学言語文化教育セ

ンター

山崎 圭一 横浜国立大学経済学部

山田 睦男 国立民族学博物館地域研究

企画交流センター

日 程

12月4日(月)

9:00館 内見学,受 付

11:10開 会式(司 会:松 原 正毅)

あいさつ 佐々木高明

徳田 次男

11:30基 調講演 山田 睦男

14:00セッション1:都 市と自治行政

(司会:ClaudeBataillon)

メキ シコ市 とサ ソパウロの給排水

システム 萩原 八郎

途上国における地方分権化 と大都

市の自主財源一 ブラジルの現状紹

介を中心に一 山崎 圭一一

15:10ラ テ ンアメ リカ都市における計画

・貧困および不平等

ThomasAngotti
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　 15:40討 論

12月5日(火)

　 9:30セッション2:ア ソデス都市の事例

　　　　　　　　　　 (司会:中 川　文雄)

　 　　　 リマの拡大と都市問題

　　　　　　　　　　Juan　G皿ther　Doering

　 10:00　 大衆居住区の住民組織一ボゴタの

　　　　 事例一　　　　　　　 幡谷　則子

　 10:40　 ラテソアメリカ都市の未来?一 ボ

　　　　 ゴタにおける経済成長,都 市発展

　　　　 と貧困一　　　　　　　Alan　Gilbert

　 ll:10　 討論

　 14:00　セッション3:ブ ラジル都市の事例

　　　　　　　　　(司会:Thomas　 Angotti)

　 　　　 ブラジルにおける社会的再生産と

　　　　 大都市内部の退行

　　　　　　　　　　　　 A.C.　T.　Ribeiro

　 14:30　 ラテソアメリカの都市の巨大化と

　　　　 住民の生活様式 ・態度の変化

　　　　　　　　　　　　　　　中川　文雄

　 15:10　 都市の略奪,社 会闘争および市民

　　　　 権一ブラジル現代史の断章一

　　　　　　　　　　　　　L直cio　Kowarick

　 l5:40　 討論

is月6日(水)

　 9:30　 セ ッション4:農 村問題の事例

　　　　　　　　　　 (司会:友 枝　啓泰)

　 　　　 移民と地域発展一メキシコ西部か

　　　　 らアメリカ合衆国への移民

　　　　　　　　　　　　　　 S.Zendejas

　 10:00　 アルゼソチン北西部 アソデス農民

　　　　 世界の構造 と危機　　C.Reboratti

　 lO:40　 ホ ソジュラスにおける農地改革と

　　　　 農業近代化 　　 石井 章

　 11:10　 討論

　 14:00　 セ ッション5:変 容する都市農村関

　　　　 係(1)

　 　　　　　　　　(司会:Carlos　 Reboratti)

　 　　　 アルゼソチンの思想における都市

　　　　 対農村の二重性一文明の野蛮に対

　　　　 する戦い一　　　　　 松下マルタ

　 14:30　 アルゼソチソにおける貧困一ブエ
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　　　　 ノスアイ レス州 とトゥクマン州の

　　　　 事例一　　　　　　　　宇佐見耕一

　15:10　 アソデス高地の都市 と農村

　　　　　　　　　　　　　　 友枝　啓泰

　15:40農 村 と都市 におけ るエス ニシテ

　　　　 ィーグアテマラのイ ンディオとラ

　　　　 ディーノー　　　　　 小泉　潤二

　16:10討 論

12月7日(木)

　 9:30　 セ ッション6:変 容する都市農村関

　　　　 係(2)

　　　　　　　　　　 (司会:石 井　　章)

　10:00　 メキシコ農村に対す る都市化の影

　　　　 響拡大　　　　　　　C.Bataillon

　lO:40都 市 のリヴァイアサンに対す る農

　　　　 村の挑戦一 メキシコ政治における

　　　　 地域勢力関係の変化一

　　　　　　　　　　　　　　 D.E.　Davis

　ll:10　 討論

　 14:00　 総括討論

　　　　　　　　　　 (司会:Alan　 Gilbert)

　　　　 各セッション司会者発言

　 15:10　 自由討議

　 16;10　 閉会　　　　　　　　 山田　睦男

◎文明学部門第14回国際シンポジウム 「近代

　世界における日本文明一情報と通信の比較

　文明学一」

　期間　平成7年12月11日(月)

　　　　　　　　　　　　～12月18日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシソポジウムは,情 報と通信

　　　　が人類の文明にどのような意義と役

　　　　割を演じたかについて,比 較文明論

　　　　的な視点から諸問題を考察した。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　佐h木 高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館副館長



彙　　　報

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部長

　　杉村　　棟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部長

　　束府　義之　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　 理事

専門委員

　　Harumi　Befu　スタンフォード大学教授

　　Josef　Kreiner　ドイツ目本研究所長

実行委員会

(委員長)

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

(委　員)

　　吉田　集而　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流センター

　　近藤　雅樹　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部

　　平井京之介　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部

　　三島　禎子　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

　　伊藤　懇彦　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　 究協力課長

　　宇治日出二郎　財団法人千里文化財団専

　　　　　　　 務理事

参加者

　　Harumi　Befu　 スタンフォード大学教授

　　Gunther　Distelrath

　　　　　　　　ボン大学専任講師

　　Edzard　Janssen

　　　　　　　　ドイツ日本研究所研究員

　　William　Kellyイ ェール大学教授

　　Josef　Kreiner　 ドイツ日本研究所長

　　阿部　昭夫　文京女子大学経営学部教授

　　梅棹 　忠夫　財団法人千里文化財団会長

　　久保　正敏　国立民族学博物館助教授

　　今田　洋三　近畿大学教養部教授

　　藤本　憲一　武庫川女子大学生活環境学

　　　　　　　 部講師

　　水越　　伸　東京大学社会情報研究所助

　　　　　　　 教授

日　程

12月ll日(月)(千 里阪急ホテル)

　 17:00　 登録

12月12日(火)

　 10:00　 館 内見学

　 11:30　 館長表敬訪問

　 13:00　 開会式

　　　　　　　　　　 (司会:久 保　正敏)

　 13:40　 基調講演

　　　　梅棹 　忠夫(代 読:久 保　正敏)

第iセ ツショソ

　　　　　　　　　 (座長:Harumi　 Befu)

　 15:00　 江戸時代出版をめ ぐる装置と制度

　　　　　　　　　　　　　　 今田　洋三

　 16:00討 論

12月13日(水)

第2セッション

　　　　　　　　　　 (座長:今 田　洋三)

10:00 The Development of the Informa-

     tion and Communication Systems 

     in Germany and Japan until the 

     End of the Nineteenth Century 

                 Gunther Distelrath

　 11:00　 討 論

第3セ ツシ ョ ン

　　　　　　　　　　　　　　　(座 長:Josef　 Kreiner)

13:30 German-Japanese Cooperation in 

     the Japanese Telecommunication In-

     dustry-----The Case of Siemens, Fu-

     ji Electric and Fujitsu 

                     Edzard Janssen

　 14:30討 論

12月14日(木)
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第4セ ヅシ ョ ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座長:Harumi　 Befu)

　 10:00　 The　 Spirit　and　Spectacle　 of　School

　 　 　 　 Baseball:Mass　 Media,　 Statemak-

　 　 　 　 ing,　and"Edu-tainment"in　 Japan,

　 　 　 　 1905-1935　 　 　 　 William　 Kelly

　 11:00討 論

第5セ ツシ ョン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座長:藤 本　 憲 一)

　 13:30　 テ レ ビ ・メ デ ィア の 人 と技 術 一 フ

　 　 　 　 ィル ムか ら ビデ オ ヘー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 久保 　正 敏

　 14:30討 論

12月16日 　(土)

第6セ ツシ ョン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座 長:Josef　 Kreiner)

　 10:00　 メ デ ィ ア表 現 者 の 消 失 と聴 取 者 の

　 　 　 　 台 頭:ラ ジ オ ・国 家 ・無 線 想 像 力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 水 越 　 　伸

　 11:00討 論

第7セ ツシ ョ ン

　　　　　　　　　　 (座長:水 越　　伸)

　13:30　 「ポケベル=コ ギャル」は,魔 女か,

　　　　 メディア ・テ ックの主体か?一 家

　　　　 庭 ・空間 ・性差の観点から一

　　　　　　　　　　　　　　 藤本　憲一

　 14:30討 論

12月17目(日)

第8セッション

　　　　　　　　　 (座長:Harumi　 Befu)

　 10:00　 宿騨制度を再編成した近代郵便

　　　　　　　　　　　　　　 阿部　昭夫

　 11:00　 討論

　 13:30　 総合討論

　　　　　　　　　　 (座長:久 保　正敏>

　 13:30　 討論一1

　 15:30　 討論一2

　 17:00　 閉会式

12月18日(月)(千 里 阪急ホテル)

　 9:30　 ワークショップ

　　　　 解散

海 外 に お け る研 究 ・調 査 ・収 集 活 動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　 先

吉 本 　 　 忍 　 助 教 授(第 五 研 究 部)　 7.10.1　 7.11.10　 ノル ウ ェ ー

石 毛 　 直 道 　 教 　授(第 一 研 究 部)　 7.10.2　 7.10.13　 中 華 人 民 共 和 国

吉 田　 集 而 　 教 授(地 域 研)　 7.10.10　 7.11.29　インドネシア

佐 々木 高 明 　 教 　 授(館 　 　 　長)　 7.10.11　 7.10.18　 中華 人 民 共 和 国

横 山　 廣 子　 助 教 授(第 二研 究部)　 7.10.11　 7.10.18　 中華 人 民 共 和 国

塚 田　 誠 之 　 助 教 授(第 二 研 究部)　 7.10.12　 7.11.12　 中華 人 民 共 和 国

友 枝 　 啓 泰 　　教 　 授(第 四研 究部)　 7.10.16　 7.11.8　 ペ ル ー

佐h木 史 郎 　 助 教 授(第 四 研 究部)　 7.10.16　 7.11.20　 ロシ ア連 邦

ピー タ ー ・ジ ョセ ブ ・マ シ ウス

　 　 　 　 　 　 助 　 手(第 四 研 究部)　 7.10.19　 7.11.7　 二a‐ ジ ー ラ ン ド,オ ース トラ リア

江 ロ　 ー 久 　 教 　 授(第 三 研 究 部)　 7.10.21　 7.11.2　 ガ ー ナ

吉 田 　憲 司 　 助 教 授(第 四 研 究 部)　 7.10.23　 7.11.20　 イ ギ リス,オ ラ ンダ

池谷 　 和 信 　 助 　 手(第 一 研 究 部)　 7.10.31　 7.12.29　 南 ア フ リカ共 和 国,ボ ツ ワナ

久保 　正 敏 　 　助 教 授(第 五 研 究 部)　 7.11.1　 7.11,10　 イ ギ リス

重 松 真 由美 　 　助 　 手(第 一 研 究 部)　 7.11.1　 7.11.10　 大韓 民 国

臼 杵 　 　陽 　 助 教 授(地 　域 　研)　 7.11.1　 7」1.20　 ナ ラ ソ ダ,フランス,イ ス ラエ ル

藤 井 　 知 昭　 教 　 授(第 二 研 究 部)　 7.ll.3　 7.11.11　 中 華 人 民 共和 国

福 岡 　 正太 　 助 　手(第 二 研 究 部)　 7.11.5　 7.12.31　 イ ン ドネ シア
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佐h木 高 明　 教 　授(館 　 　 　長)　 7.ll.6　 7.ll.15　 イ ギ リス,オ ラ ソ ダ

林 　 　 勲 男　 助 　 手(第 四研 究 部)　 7.ll.6　 7.12.6　 イ ギ リス

江 ロ　 ー 久　 　教 　 授(第 三 研 究 部)　 7.11.8　 7.11.18　 イ ソ ド

長 野 　 泰 彦 　 教 　授(第 一 研 究 部)　 7.11.11　 7.12.5　 イ ン ド,フ ラ ンス,ノ ル ウ ェー,イ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ギ リス

松 原 　 正毅 　 教 　授(地 　 域 　研)　 7.11.11　 7.12.2　 トル コ,ウ ズ ベ キ ス タ ン

杉 田　 繁 治　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 7.11.13　 7.11.19　 大韓 民 国

朝 倉 　 敏夫 　　助 教i授(第 一 研 究 部)　 7.11.13　 7.11.19　 大韓 民 国

石 毛 　 直道 　 教 　 授(第 一 研 究 部)　 7.11.16　 7.11.29　 チ ェ コ,ス ロバ キ ア,ハ ンガ リー,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ポ ー ラ ン ド

立 川　 武藏 　 教 　授(第 二 研 究 部)　 7.11.16　 7.12.1　 ネ パ ー ル,タ イ

吉 本　 　忍 　 助 教 授(第 五 研 究 部)　 7.11。20　 7.12.7　 イ ン ドネ シア

園 田 直 子 助 手(第 五 研 究 部)7.11.207.12.4イ ン ドネ シア

田 村 　 克 己 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 7.11.24　 7.12。9　 ミャ ンマ ー,タ イ

大 森　 康 宏　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 7.11.26　 7.12.20　フランス,イ タ リア,ス イ ス

崎 山 理 教 授(第 五 研 究 部)7.11.308.1.7ア メ リカ合 衆 国,ミ ク ロネ シ ア連 邦

横 山　 廣 子　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 7.12.2　 7.12.11　 中 華 人民 共 和 国

田 邉　 繁 治　 教 　 授(第 二 研 究 部)　 7.12.3　 8.1.23　 タイ,ベ トナ ム,ラ オ ス

吉 田　 集而 　 教 　 授(地 　 域 　 研)　 7.12.5　 7.12.24　 オ ース トラ リア

端 信 行 教 授(第 三 研 究 部)7.12.108.1.15カ メル ー ン,ナ イ ジ ェ リア

吉 田　 憲 司　 助 教 授(第 四研 究 部)　 7.12.10　 8.1.15　 カ メル ー ソ,ナ イ ジ ェ リア

石 森 　 秀三 　　助 教 授(第 四研 究 部)　 7.12.10　 7.12.18　 マ レー シア

村 上 　 勇 介 　 助 　 手(地 　域 　研)　 7.12.14　 7.12.22　 シ ンガ ポ ー ル,インドネシア,ス リ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ラ ン カ

和 田　 正 平　 教 　授(第 三 研 究 部)　 7.12.16　 8.1.18　 タ ンザ ニア

横 山　 廣 子 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 7.12.22　 7.12.29　 中 華 人 民共 和 国

来館者抄

　10月2日 　韓国文化関係研修団GAY,　 Geri

　　　　　　(アメ リカ合衆国,コ ーネル大

　　　　　　学),WORONA,　 Steven　L.(コ ー

　　　　　　ネル大学),BRADER,　 Richard

　　　　　　(イ ギ リス,IBM　 UnitedK-

　　　　　　ingdom),園 田　善一(日 本ア

　　　　　　イ ・ピー ・エム㈱取締役),洪

　　　　　　 政 国(日 本アイ ・ピー ・エ

　　　　　　ム㈱東京基礎研究所)

　10月6日 　 SER7EE,　Zhambaldrj(モ ンゴル,

　　　　　　モンゴル国立中央図書館長)

　10月7日 　経団連招聰インドネシア 教師団

　　　　 一行

10月12日 　 イワノブ(ロ シア連邦,サ バ共

　　　　 和国科学アカデ ミー言語 ・文学

　　　　　・歴史研究所長),斉 藤　農二

　　　　　 (名古屋市立大学教養部教授)

10月20日 　 北城恪太郎(日 本アイ ・ピー・

　　　　 エム㈱代表取締役社長),西 田

　　　　　 芳克(日 本アイ ・ピー ・エム

　　　　 ㈱取締役),園 田　善一(日 本

　　　　 アイ ・ピー ・エム㈱取締役),

　　　　 遠藤　恒雄(日 本アイ ・ピー・

　　　　 エム㈱),洪 　政　国(日 本ア

　　　　　　　　　　　　　　　　 cgs



　　　　　 イ ・ピー ・エム㈱東京基礎研究

　　　　　 所)

　10月21日 　 読売新聞社社員一行

　10月24日 何 塞 ・島 塞 迭(フ ィリピ

　　　　　　ン,菲 律箕大学栄誉退休教授),

　　　　　 毛　縫　増(中 華人民共和国,

　　　　　 中央民族学院少数民族文学藝術

　　　　　 研究所研究員),権 　五　聖(漢

　　　　　 陽大学校音楽大学教授),王

　　　　　 耀　華(福 建師範大学副校長),

　　　　　 CHONPAIROT,　 Jaroenchai(タ イ,

　　　　　 Maha　Sarakham　 Univ.),　R.　M.

　　　　　 Soedarsono(イ ン ドネシア,　In-

　　　　　 donesia　Institute　of　the　Arts

　　　　　 Yogyakarta)

　　　　　 吉尾　啓介(文 部省国際学術課

　　　　　 国際学術調整官),前 川　　浩

　　　　　　 (文部省国際学術課研究者交流

　　　　　 係長)

　10月26日 　 NEaL,　Mary　Gardner(ア メ リカ

　　　　　 合衆国,シ アトル美術館長)

　10月31日 　 PARAMo　 Rocxa,　Guillermo(コ

　　　　　　ロソビア,コ ロソビア国立大学

　　　　　 長)

　11月2日 　PEARSON,　 Richard(カ ナ ダ,ブ

　　　　　　リティッシュ ・コロソビア大学

　　　　　 教授)

　　　　　 末石冨太郎(爾 吹田市資源 リサ

　　　　　　イクルセンター研究所長)

　11月7日 　 DE　 MIRANDA,　 Danilo　 Santos

　　　　　　(ブラジル,商 業関係サービス

　　　　　　・サソパウロ支部長)

　　　　　　佐藤　泰介(文 部省政務次官),
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　　　　　中川　武義(文 部省政務次官室

　　　　 課長補佐)

ll月11日 　チェ リホームス ・ジャッキー

　　　　　 (ア メリカ合衆国,ミ ネアポリ

　　　　　ス市議会議長),ベ ル トン ・シ

　　　　　ャーロン・セイレス(ミ ネアポ

　　　　　リス市長),田 畑　　俊(茨 木

　　　　 市市長公室長),森 下　明輝(茨

　　　　　木市市長公室自治振興課主査)

11月23日 　 シャフクーノブ・エルンス ト・

　　　　　パーレン(ロ シア連邦,ロ シア

　　　　　極東大学主任教授)

11月24日　 1}ERIVISHI,　Muhamet(ア ルバニ

　　　　　ア共和国,ア ルバニア外務省文

　　　　　化 ・科学 ・技術協力局局長)

11月27日 　 日中合同西南中国民俗調査団一

　　　　　行 団長 郭 大 烈(中 華人

　　　　　民共和国,雲 南社会科学院教

　　　　　授),何 耀 華(雲 南社会科

　　　　　学院院長),李 　子　賢(雲 南

　　　　　大学教授),陶 　立　播(中 国

　　　　　民族大学中文系教授),周

　　　　　星(北 京大学社会学人類学研究

　　　　　所教授),李 　　錫(麗 江納西

　　　　　東巴文化博物館館長),習 　燈

　　　　　　華(雲 南社会科学院東巴文文

　　　　　化研究所研究員),白 　庚　勝

　　　　　 (中国社会科学院民族文学研究

　　　　　所副研究員),佐 野　賢治(筑

　　　　　波大学歴史 ・人類学系助教授),

　　　　　飯島　吉晴(天 理大学助教授),

　　　　　志賀　市子(筑 波大学歴史 ・人

　　　　　類学系研究科院生)

11月29日 　 人文 ・社会科学系学長懇談会一

　　　　　行　藤井英嘉(北 海道教育大学

　　　　　長),吉 原　泰助(福 島大学長),

　　　　　吉田　正幸(図 書館情報大学
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　　　　　 長),武 村　泰男(三 重大学長),

　　　　　 田村　　淑(奈 良女子大学長),

　　　　　 浅野　　倣(和 歌山大学長),

　　　　　 野村　　新(大 分大学長),砂

　　　　　 川　恵伸(琉 球大学長),池 田

　　　　　　　 修(大 阪外国語大学長)

　11月30日 任 式 楠(中 華人民共和国,

　　　　　 中国社会科学院考古研究所長),

　　　　　 孟　凡　人(中 国社会科学院考

　　　　　 古研究所漢唐与辺彊研究室主

　　　　　 任),劉 　晋　祥(中 国社会科

　　　　　 学院考古研究所内蒙古考古隊隊

　　　　　 長),李 　繍　芳(中 国社会科

　　　　　 学院考古研究所西安漢城隊隊

　　　　　 長),安 　家　璃(中 国社会科

　　　　　 学院考古研究所西安唐城隊隊

　　　　　 長),岩 永　省三(奈 良国立文

　　　　　 化財研究所平城宮跡発掘調査部

　　　　　 主任研究官)

　 12月1日 　ムポプリョヴァ ・スヴェトラー

　　　　　 ナ(ロ シア連邦,サ バ共和国ヤ

　　　　　　クーチャ ・サバ科学アカデ ミー

　　　　　 社会科学研究所上級研究員)

　　　　　 TIIVIPSON,　Robert　 C.(ア イ ・

　　　　　　ピー ・エム ・ワール ドトレー ド

　　　　　　・アジア ・コーポレーション社

　　　　　 長),MCCARTHY,　 Anne　M.(ア

　　　　　 イ ・ピー ・エム ・アジア ・パシ

　　　　　　ィフィック副社長),橋 本　孝

　　　　　 之(ア イ ・ピー ・エム・ワール

　　　　　　ドトレード・コーポレーショソ

　　　　　 社長補佐),遠 藤　恒雄(日 本

　　　　　 アイ ・ピー ・エ ム㈱)R.H.

　　 　　　 Sadono　 (イ ンドネシア,ガ ス

　　　　　 科学館館長),J.　Muse(ガ ス科

　　　　　 学館),SOSHARTO(ガ ス 科学

　　　　　 館),ZULMZDIIDI(ヌ サ ソタラ

　　　　　 ガスサービス),須 田　晴也(ヌ

　　　　　 サンタラガスサービス)

12月2日 　 日本経済新聞社大阪本社部長一

　　　　　行

12月is日 　 Dago　Tshering(ブ ータソ王国,

　　　　　内務大臣)

12月19日 　 大韓民国文化財視察団一行
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